
新 旧（平成18年３月31日認定） 
４ 地域再生計画の目標 
 
  国富町は、宮崎県の中央部に位置し、東南側を県都宮崎市に隣接し、北側 
には西都原古墳群で有名な西都市、同じく西側は東諸県郡の綾町に囲まれて 
いる。人口は21,749人（平成21年3月31日現在）、面積は130.71平方キ 
ロメートル（内国有林面積43.01平方キロメートル）で、主産業は、葉たば 
こ、せんぎり大根、水稲、和牛などの農畜産物で大阪、京都市場を中心に販 
売を行っている。 
 

 
  そのような都市近郊農村型で山と田園に囲まれた本町中央部には、一級河 
 川大淀川の支流である本庄川とその支流の深年川が流れている。本庄川は、 
 平成１６、１７年の２年連続水質検査で九州一の清流であり、本町上下水道・ 
 主要用水路の水源として広く利用されている。 
 

＜途中略＞ 
  このため、生活排水を処理するため、平成５年度から町内全域で合併処理 
 浄化槽の個人設置型事業を、平成６年度から町の中心部で公共下水道事業を 
 展開してきた。この結果、町の平成１６年度末の汚水処理人口普及率は 39.5% 
 まで上昇した。さらに、本地域再生計画を平成１８年度から開始したことも 
 寄与し、平成２０年度末には53.3%にまで上昇した。しかし、依然として全 
 国平均84.8%と比較して非常に低いため、地域再生交付金事業に引き続き取 
組むことで、町内の汚水処理人口普及率を向上させ、61.2％まで高めたいと 
考えている。 

 
＜途中略＞ 

 （目標１）汚水処理施設整備の促進 
      （汚水処理人口普及率を39.5％から61.2％に向上） 
 

＜途中略＞ 
 
５ 目標を達成するために行う事業 
 
（５－２）法第５章の特別の措置を適用して行う事業 

（１） 汚水処理交付金を活用する事業 
 

＜途中略＞ 
 

４ 地域再生計画の目標 
 
  国富町は、宮崎県の中央部に位置し、東南側を県都宮崎市に隣接し、北側 
には西都原古墳群で有名な西都市、同じく西側は東諸県郡の綾町に囲まれて 
いる。人口は、22,361人（平成17年3月31日現在）、面積は130.71平方キ 
ロメートル（内国有林面積43.01平方キロメートル）で、主産業は、葉たば 
こ、せんぎり大根、水稲、和牛などの農畜産物で大阪、京都市場を中心に販 
売を行っている。そうした農畜産物を主産業にしている本町では、今年度か 
ら大阪に職員を一人派遣常駐させ、農産物の流通動向を調査し、また本町の 
生産品をＰＲすることでさらなる販路の拡大をめざしている。 
そのような都市近郊農村型で山と田園に囲まれた本町中央部には、一級河 

 川大淀川の支流である本庄川とその支流の深年川が流れている。本庄川は、 
 平成１６年の水質検査で九州一の清流であり、本町上下水道・主要用水路の水 
源として広く利用されている。 

 
＜途中略＞ 

  このため、生活排水を処理するため、平成５年度から町内全域で合併処理 
 浄化槽の個人設置型事業を、平成６年度から町の中心部で公共下水道事業を 
 展開してきた。この結果、町の平成１６年度末の汚水処理人口普及率は 
 39.5%にまで上昇したが、依然として全国平均79.4%と比較して非常に低い 
 ため、地域再生交付金事業に取組むことで、町内の汚水処理人口普及率を向 
 上させ、60.0％まで高めたいと考えている。 
 
 
 

＜途中略＞ 
 （目標１）汚水処理施設整備の促進 
      （汚水処理人口普及率を39.5％から60.0％に向上） 
 

＜途中略＞ 
 
５ 目標を達成するために行う事業 
 
（５－２）法第４章の特別の措置を適用して行う事業 

（１） 汚水処理交付金を活用する事業 
 

 ＜途中略＞ 
 



【整備量】 
・公共下水道 
    計画人口   5,500人 
    処 理 場   処理場増設 一式 
    管  渠   Ｌ＝16,924m 
    管  径   φ75mm～400mm 
 
・浄化槽個人設置型 
    計画人口   910人 
    整備基数   280基 
 
【事業費】 
・公共下水道   

事業費  1,566,140千円（うち、交付金 797,000千円） 
単独事業費 225,000千円 

    内訳 
  管渠事業費  1,238,820千円（うち、交付金 619,410千円） 
  処理場事業費  327,320千円（うち、交付金  177,590千円） 
 
・浄化槽（個人設置型） 

事業費    100,008千円（うち、交付金  33,336千円） 
 

・合計 
事業費   1,666,148千円（うち、交付金  830,336千円） 
単独事業費 225,000千円 
 

（５－３）その他の事業 
 
                 ＜途中略＞ 
① 稚魚の放流事業 
よりよい河川環境維持と水資源を守るため鮎やうなぎ、もくず蟹を放流する。 

また、本事業は「それ行け本庄川探検隊」と名付けた小学校の総合学習時間と 
合わせて行われ、川と親しむことにより環境の大切さを学ばせる。毎年、鮎約 
１２万匹、ウナギ約４千匹、もくず蟹約１万匹を河川に放流している。 
 

【整備量】 
・公共下水道 
    計画人口   5,500人 
    処 理 場   処理場増設 一式 
    管  渠   Ｌ＝16,924m 
    管  径   φ75mm～400mm 
 
・浄化槽個人設置型 
    計画人口   649人 
    整備基数   200基 
 
【事業費】 
・公共下水道   

事業費   1,566,140千円（うち、交付金 797,000千円） 
単独事業費 225,000千円 

   内訳 
  管渠事業費  1,238,820千円（うち、交付金 619,410千円） 
  処理場事業費  327,320千円（うち、交付金 177,590千円） 
 
・浄化槽（個人設置型） 

事業費      74,499千円（うち、交付金  24,833千円） 
 

・合計 
事業費   1,640,639千円（うち、交付金  821,833千円） 
単独事業費 225,000千円 

 
（５－３）その他の事業 
 
                 ＜途中略＞ 
① 稚魚の放流事業 
よりよい河川環境維持と水資源を守るため鮎やもくず蟹を放流する。また、 

本事業は「それ行け本庄川探検隊」と名付けた小学校の総合学習時間と合わせ 
て行われ、川と親しむことにより環境の大切さを学ばせる。毎年、鮎１０万匹、 
もくず蟹１万匹を河川に放流している。 
 



② 河川清掃活動事業 
 美しいまちづくりを積極的に推進し、環境美化を図ることを目的としている 
「クリーン国富」事業である。町はもとより商工会、建設・建築業協会、ＪＡ、 
国土交通省宮崎河川国道事務所本庄出張所、土木事務所、町内の小中学校ＰＴ 
Ａなどが協議会委員となり、お年寄りから子供まで約８０００人の町民が参加 
し河川、道路、公園等を清掃している。また、今年で２７回目を迎える本事業 
は総会の場において清掃美化に努める個人や団体を表彰し、さらに環境美化に 
心がけてもらうようにしている。 

② 河川清掃活動事業 
 美しいまちづくりを積極的に推進し、環境美化を図ることを目的としている 
「クリーン国富」事業である。町はもとより商工会、建設・建築業協会、ＪＡ、 
国土交通省宮崎河川国道事務所本庄出張所、土木事務所、町内の小中学校ＰＴ 
Ａなどが協議会委員となり、お年寄りから子供まで約８０００人の町民が参加 
し河川、道路、公園等を清掃している。また、今年で２４回目を迎える本事業 
は総会の場において清掃美化に努める個人や団体を表彰し、さらに環境美化に 
心がけてもらうようにしている。 

 


